
るものとあり ，併用の場合は歯車と動輪とは別々のシリ γ ダあ

るいは電動機で駆動される。

わが国では信越線の横川・ 軽井沢間 1 1. 2 km ， 66.7 %0 の急勾

配線用として明治 26 年からアプト式タンク犠関車が使用され

たが l!Jj治 45 年同区聞は電化され， アプ ト 式T意気犠関111に置換え

1. 7 プト式機関車 (ED 42 形)

られた。これらの機関車はいずれも粘着力併用式である。

アプ ト 式後関車ではラック歯車を有する関係上走り装置の構

造は特殊のものとなり，電気機関車ではこの極の台車をアプト

式台車と いL、，ラック歯車を取付けた台車をラック台車 としづ。

アプト式蒸気機関車と しては C 形の 3900 形式， 1 C 形の 3920

形式， 1 C1 J診の 3950 ， 3980 形式が使われた。これらはいずれも

タンク機関車である。電気機関車としては EC 40, ED 40 , ED 

41 形式が用いられたが，これらはすべて廃車となり現在は ED

42 形のみが使われている。

アプト式電気機関車の構造を ED 42 形について説明する。

2. ED 42 形台車

外形は写真ー1 のとお りで主要諸元は表に示すとお りである。こ

の機関車のもっとも特長とする台車構造を示したものが写真で

2 で主電動機は 3 倒あり，前後の 2 jl!j (粘着電動機という)は歯

車を介 して 2 つずつそれぞれ連結縁で連結された 2 群の動輸を

駆動し， 中間の 1 個(ラ ック電動機という)は ラ ック歯車を駆動

する。 2 j闘のラック歯車を有する中間の台車は前後の両台車に

支えられており，これがラック台車である 。 力行時の速度制御

は普通の電気機関車と同様に直並列制御を行っており，また下

り勾配では発電プレーキ.電力回生プレーキを使用するほか，

パソ ド プレーキ(空気および手動の 2 極)をも有している。 ED

あぶらたきき

ED 42 形電気機関車裏目

話量関車重 f在

巡転整備重量 I 63.36t 

~ 1P: ill i�): 62.84 t 

電気方式 | 直流 600V

機関lIi容五t(線電圧 540Vのとき)

11時間l定栴出力 I 510kW 

11 11 引強力(全界磁)

(アドヒ ー ジョ γ区間

ラ γ タ区間

速度

電動 l謹 形 式

個数

最大巡転速度

(アドヒ ー ジョ γ区間

ラック区 I~I

動力伝達装置

7 ドヒージョン電動織

ラ ッ ク電動総

制御方法

制御装 i位

プ レ ーキ装置

製造初年

9,300kg 
14,OOOkg 

13.5kmlh 

MT27 

3 

25kmlh 

18kmlh 

l 段減速連結俸式

歯数比 1 ・ 4.65

2 段減速隊数比 1: 3.72 

非重述 2 段組合せ制御

電磁空気単位スイッチ式，制御i回

路電圧 1∞v

EL14 A 空気プレーキ，手用動総

用プレ ー キ，手周ラッタ術革用

帯ブ ν ー キ ， 電気式ラッタ電動

機用帯ブレーキ，発電プレ ー

キ ， 電力回生プレーキ

昭和 8 年

42 形はまた第 3 レ ー ノレから集電する こともできるようになっ

ており， ラック区間は第 3 レ ー ノレを使用し，駅鱗内などでは架

線からパンタグラフを通じて電力をとっている。(沢野周一)

アプ卜しきてつどう アプ卜式鉄道 (英)Abt'system rail' 

way アプト型歯軌条を使用した歯車式鉄道の一極である。ア

プト 型歯軌条は 2-3 枚の歯車九条を， 歯の位置を交互にずらして

組合わせたもので，歯軌条としてはもっ とも改良されたもので

ある。

わが国のアプト式鉄道としては， 明治 26 ・ 4 ・ 1 に開業した信越

線の償川 ・ 軽井沢間 1 1.2km が唯一の存在である。この鉄道の

最急勾配は 66.7%0 であって ， 60 mm 間隔に並べた 3 本の歯軌条

を使用し，両{l/IIの軌条而より 75mm 高く敷設されている。歯軌

条の始点は歯の高さを始点に i匂って次第に低く取付けられ， 後

|刻事の機動輪と円滑にかみ合う ように歯軌条の下に貫ばねが装

置してある。当初Jは蒸気機関車であったが， IYl治 45 年に電気軽量

関車に変更し，プレ ーキ装置は電力団生プレーキ， 空気プレ ー

キ，手用プレーキおよび歯動輪プレ ー キを備えている。運転速

度は上り 18 km/h，下り 20km/h であって 4 両の機関車で

360 t を牽引している。(稲田策次)

あぶらたききかんし 伊 i由たき機関車 (英)oil burning 

locomotive 重油を燃焼する蒸気後関車。重油のみを燃料とす

る兎油専燃機関車と石炭と重油を併せて燃焼する重油併燃後関

車とがある。

l 重 ìrtl専燃機関車 アメリカのように重油の是正富な国では

重油専燃世話I羽車が相当使われている。ポイラの榊造は石炭たき

の火室の火絡子を取り払い，火室底部をれんがでおおった形の

もので， 1 倒あるいは 2 j聞の重油パーナがのど板下部に火室の

後方へ向けて取付けられるのが普通である(図ー1)。この場合火

炎は火室後方へ向って放射され， れんがア ーチにそって反転し

11 一一ー




